
号

外

一�
平

成
二
十
四
年

十

月
二
十
六
日

目

次

規

則

○
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

医
療
整
備
課)

一
ペ
ー
ジ

規

則

岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
七
十
号

岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則(

平
成
二
十
年
岐
阜
県
規
則
第
二
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中｢

県
は
、
県
内｣

を｢

県
は
、
県
内
の
医
師
が
不
足
す
る
地
域｣

に
改
め
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

第
十
三
条
第
一
項
中｢

交
付
を
受
け
た
修
学
資
金｣

を｢

交
付
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
資
金
の

額
に
、
交
付
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た

日
ま
で
の
期
間(

次
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
従
事
期
間
に
算
入
し
な
い
期
間
を
除

く
。)

の
日
数
に
応
じ
年
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算
し
た
利
息
の
額(

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
。)

を
加
え
た
額
の
総
額(

百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
。)｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
の
表
以
外
の
部
分
中｢

臨
床
研
修
を
県
内
の
医
療
機
関
で｣

を｢

臨
床
研
修
を
県

内
の
医
療
機
関
に
お
い
て｣

に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
種
修
学
資
金
の
項
中｢(

一
年
に
満
た
な
い
期

間
が
あ
る
と
き
は
そ
の
期
間
を
一
年
と
し
て
算
定
し
、
当
該
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
期
間
が
二

年
に
満
た
な
い
と
き
は
三
年
と
す
る
。)｣

及
び｢(

一
年
に
満
た
な
い
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期

間
を
切
り
捨
て
る
。)｣
を
削
り
、｢

医
療
機
関
に｣

を｢

医
療
機
関
に
お
い
て｣

に
改
め
、
同
表
第
二

( ) 平成24年10月26日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

���������� ������ � ��� ����������� � ������������



高
校
在
学
時
の

居
住
市
町
村
名

帰
省
先
住
所
及

び
電
話
番
号

帰
省
先
住
所
及

び
電
話
番
号

〒(
)

－

〒(
)

－

種
修
学
資
金
の
項
中｢

医
療
機
関
に｣

を｢

医
療
機
関
に
お
い
て｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
に
は｣

を｢

当
該
期
間
は

業
務
従
事
期
間
に｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
借
受
人
が
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
債
務
の

全
部
を
免
除
す
る
も
の
と
さ
れ
る
要
件
で
あ
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間(

以
下｢

業
務
従
事
期
間｣

と
い
う
。)

の
う
ち
に
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に

在
学
す
る
期
間(

当
該
期
間
の
う
ち
に
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
従
事
し
た
期
間
を
除
く
。
以
下｢

大
学
院
在
学
期
間｣

と
い
う
。)

が
あ
る
場
合
は
、

第
一
種
修
学
資
金
の
借
受
人
に
あ
っ
て
は
四
年
、
第
二
種
修
学
資
金
の
借
受
人
に
あ
っ
て
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
勤
務
す
る
期
間(

以
下｢

指
定
勤
務
期
間｣

と

い
う
。)

以
外
の
期
間(

以
下｢

そ
の
他
勤
務
期
間｣

と
い
う
。)

に
相
当
す
る
期
間
を
上
限
と
し
て
、

当
該
大
学
院
在
学
期
間
を
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
業
務
に
従
事
し
た
も
の
と
み
な
し
て
業
務
従

事
期
間
に
算
入
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
大
学
院
在
学
期
間
を
業
務
従
事
期
間
に
算
入
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
修
学
資
金
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

第
一
種
修
学
資
金

大
学
院
在
学
期
間
を
そ
の
他
勤
務
期
間
に
算
入
し
た
後
三
年
を
超
え
る
期

間
を
指
定
勤
務
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
。

二

第
二
種
修
学
資
金

大
学
院
在
学
期
間
を
そ
の
他
勤
務
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
。

４

大
学
院
在
学
期
間
に
県
内
の
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
に
お
い
て
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
期
間
に
お
い
て
も
業
務
従
事
の
継
続
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
が
、
当

該
期
間
は
業
務
従
事
期
間
に
算
入
し
な
い
。
た
だ
し
、
業
務
従
事
の
継
続
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
も

の
と
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
修
学
資
金
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
期
間
を
限
度
と
す
る
。

一

第
一
種
修
学
資
金

四
年(

業
務
従
事
期
間
に
算
入
す
る
期
間
を
含
む
。)

二

第
二
種
修
学
資
金

そ
の
他
勤
務
期
間
に
相
当
す
る
期
間

５

借
受
人
が
、
自
ら
の
資
質
向
上
の
た
め
四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
県
内
の
医
療
機
関
以
外
の
医

療
機
関
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と(

以
下｢

県
外
勤
務｣

と
い
う
。)

に
よ
り
県
内
の
医
療

機
関
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
に
お
い

て
も
業
務
従
事
の
継
続
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
が
、
当
該
期
間
は
業
務
従
事
期
間
に
算

入
し
な
い
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

県
外
勤
務
承
認
の
申
請)

第
十
四
条
の
二

前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
県
外
勤
務
を
し
よ
う
と
す
る
借
受
人(

以
下｢

県
外
勤

務
申
請
者｣

と
い
う
。)

は
、
あ
ら
か
じ
め
県
外
勤
務
承
認
申
請
書(

別
記
第
九
号
様
式
の
二)

に

当
該
県
外
勤
務
の
内
容
が
分
か
る
書
面
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

県
外
勤
務
承
認
の
決
定)

第
十
四
条
の
三

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
県
外
勤
務
承
認
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
文
書
に
よ
り
県
外
勤
務
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
県
外
勤
務
承
認
決
定
通
知
書(

別
記
第
九
号
様
式
の
三)

又
は
県
外
勤
務
不
承

認
決
定
通
知
書(

別
記
第
九
号
様
式
の
四)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
中｢

前
条｣

を｢

第
十
四
条｣

に
改
め
る
。

第
十
六
条
中｢

前
二
条｣

を｢

第
十
四
条
及
び
前
条｣

に
改
め
る
。

｢

別
記
第
一
号
様
式
中｢を

｣

に
、｢

上
記
の
申
請
者
が
貸
付
け
を
受
け
る
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
の
返
還

連
帯
し
て
履
行
す
る
こ
と
を
保
証
し
ま
す
｡

｣

債
務
に
つ
い
て
は
､
本
人
と

を ｢
上
記
の
申
請
者
が
貸
付
け
を
受
け
る
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金

｣
連
帯
し
て
履
行
す
る
こ
と
を
保
証
し
ま
す
｡

な
お
､
破
産
宣
告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
｡

の
返
還
債
務
に
つ
い
て
は
､
本
人
と

に
改
め
る
。

｣
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円

利
息
な
し

円

円
た
だ
し
､
無
利
息

借
用
金
額

借
用
金
額

円

貸
付
金
額

貸
付
金
額

県
外
勤
務
を
し
よ
う
と
す
る
理
由

県
外
勤
務
終
了
予
定
年
月
日

県
外
勤
務
開
始
予
定
年
月
日

県
外
勤
務
を
し
よ
う
と
す
る
医
療

機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

県
外
勤
務
承
認
申
請
書

年
月

日
岐
阜
県
知
事
様

貸
付
決
定
番
号

第
号

住
所

氏
名�

岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
第
14条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
県
外
勤
務
を
し
た
い
の

で
､
同
規
則
第
14条
の
２
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
｡

年
月

日

年
月

日

勤
務
す
る

診
療
科

所
在
地

名
称

｢
別
記
第
二
号
様
式
中｢�

｣

を｢
印□
｣

に
、

｢を

｣

｢備
考
修
学
資
金
を
返
還

し
､
平
成
２
５
年
４
月

｣

に
、｢備

考
｣

を

資
金
貸
付
規
則
第
１
３

定
の
適
用
を
受
け
よ
う

す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
､
年
１
０
％
の
利
息
が
加
算
さ
れ
ま
す
｡
た
だ

１
日
前
に
新
規
に
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
､
岐
阜
県
医
学
生
修
学

条
第
１
項
､
第
１
４
条
第
５
項
､
第
１
４
条
の
２
及
び
第
１
４
条
の
３
の
規

に
改
め
る
。

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
思
表
示
を
し
た
者
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
｡

｣

｢

別
記
第
五
号
様
式
中

｢を

｣

に
、｢決

定
番
号
｣

を｢貸
付
決
定
番
号
｣

に
改
め
る
。

｣

別
記
第
九
号
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

第
９
号
様
式
の
２
(第
14条
の
２
関
係
)
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備
考

県
外
勤
務
終
了
予
定
年
月
日

県
外
勤
務
開
始
予
定
年
月
日

県
外
勤
務
を
し
よ
う
と
す
る
医
療

機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

貸
付
決
定
番
号

県
外
勤
務
承
認
決
定
通
知
書

第
号

年
月

日
様

岐
阜
県
知
事

印□

年
月

日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
県
外
勤
務
に
つ
い
て
は
､
下
記
の
と
お

り
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
､
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
第
１
４
条
の
３
の

規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

記

年
月

日

年
月

日

勤
務
す
る

診
療
科

所
在
地

名
称

第
号

第
９
号
様
式
の
３
(第
14条
の
３
関
係
)

第
９
号
様
式
の
４
(第
14条
の
３
関
係
)

県
外
勤
務
不
承
認
決
定
通
知
書

第
号

年
月

日

様

岐
阜
県
知
事

印□

年
月

日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
県
外
勤
務
に
つ
い
て
は
､
下
記
の
と
お
り
不
承

認
と
決
定
し
た
の
で
､
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
第
14条
の
３
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

記

理
由
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附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日(

以
下｢

施
行
期
日｣

と
い
う
。)

か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則(

以
下｢

改
正
規
則｣

と
い
う
。)

の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
者(

以
下｢

既
借
受
人｣

と
い
う
。)

及
び
施
行
期
日
以
後
に
新
規
に
貸
付
け
を
受
け
る
者
に
係
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
借
受
人
に
係
る
改
正
規
則
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
五

項
、
第
十
四
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
三
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
既
借
受
人
が
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
を
し
た
場

合
に
限
り
、
適
用
す
る
。

４

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
係
る
改
正
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
利
息
の
計
算
に
つ
い
て

は
、
前
項
の
意
思
表
示
を
行
っ
た
日
に
お
い
て
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
修
学
資
金
及
び
そ
の
日
以
後

に
貸
付
け
を
受
け
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
、
交
付
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
翌
日
を
起
算
日
と
す

る
も
の
と
す
る
。
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